
第４次芦屋市環境計画実績・評価報告書 令和 年度評価（令和 年度実績） 令和 年 月

＜進捗度＞ Ａ：目標の実現に向けて順調に進んでいる Ｂ：目標の実現に向けて概ね順調に進んでいる Ｃ：目標の実現には努力が必要 Ｄ：目標の実現には相当努力が必要

進捗度 進捗度

担当課
学びと共創へ

の取り組みと

なったか

学びと共創への取り組み内容 担当課
学びと共創へ

の取り組みと

なったか

学びと共創への取り組み内容

1 環境施設課 〇 企業と連携協定を結び、共創で取り組みを

進めた。
1

2 2

3 3

4 4

5 5

進捗度 達成度

担当課
学びと共創へ

の取り組みと

なったか

学びと共創への取り組み内容 担当課

1 1
こども家庭・

保健センター

2 2 環境課

3 3 まちづくり課

4 4 環境課

5

＜達成度＞ ☆：今までどおりのまちなみを維持・向上させている  ★：著しく悪化している

審議会からの講評等

目標の実現に向けて

効果があった事業

目標：みんなが気軽に資源を

  循環していけるまち

例）連携協定による家庭系

廃食用油の回収・リサイク

ル事業

資源循環

審議会からの講評等

事業内容とその理由

植田油脂株式会社及びENEOS株式会社と廃食用油のリサイ

クルに関する連携協定を締結し、一般家庭から排出される

使用済み食用油を回収する事業を開始した結果、SAFへの

リサイクルが進んだ。

目標の実現に向けて

効果があった事業
事業内容とその理由

脱炭素
目標：ゼロカーボンシティを

   目指すまち

審議会からの講評等

健康

項目 継続している条例、事業名等

健康・快適/

景観・美化

目標：美しいまちの景観が大切

 にされていて、清潔で快適に

 暮らすことができるまち

例）健康づくりプランあしや（第4次芦屋市母子保健計画・健康増進計画・食育推進計画・自殺対策

計画）

自然共生

目標：あらゆる主体（市民・事業

 者・団体・行政など）が、身近

 に自然を感じ、親しみ、保全に

 関わる取組ができるまち

審議会からの講評等

目標の実現に向けて

効果があった事業
事業内容とその理由

快適 例）「芦屋市の環境」を毎年度発行し、環境測定結果を公表している。

景観 例）景観条例、みどりの基本計画

美化 例）市民マナー条例


